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Ising スピンが熱源 との相互作用によって方向を変えるというkinetic

IもingModelを考察したo 通常のMasterEquationl)一声を用い,外磁

場か t- Oまでかか も)それまで全体系は熱平衡にあるとし, t- O で急に磁

場をゼロにしたときの全磁化Mの応答を調べた､.磁場が弱いとすればMft)紘

Mtt) <MerLt.M->

M期 <M2>

と表わされ る一〇 ただし, < >は磁場がないときの熱平衡状態での平均を意

味し, また演算子与は

Lf(Sl･･･.････S由)〒E叫 〔f(Sl･･･････S,Nト f(Sl････-】
･･････-Sj･-･･･Sy )〕

で定義 され る｡ この式でW jはス ピンのひっくり返る遷移確率で具体的な計

算にさ革

･j-(a( 2) 〔- Sj t亘 首 Kik Sk)〕

の表式を使った (Kjk･- Jjk/佃T)･時間が充分小 さいとctmula云t 展開

を利用して

MftVM(0)-exp(-t/I),で-<Mgラ/<MLM>Gr/Pm2氏

がえ られ る｡ここでmはスピン1個あた りの磁気能率, RはTcで も､正の定

数で, したがってTc に近づ くとで_は簡磁率 γと同程度で無限大になる0 2

次元で最近接相互作用の場合に計算した Rの値を次表に示すo

R/a

蜂の巣格子 -2/9 ,=0･2222･･･

正方格子 (4/5万) (1-1/打)-0･2895-･･

三角格子 ･=========ニーエコ- 十- =-
428 45rf 216 114JT

945 42万 55が 55が
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=0.5518･･-



最近接格子点の数か多iい穫Rか大きいのは物理的に当然であるO 因みに,令

子場的な近似を用い るとR/ αは 1になる｡

蜂の巣格子は構造か簡単なので次の項まで計算かできる.その結果は r印

のhigh frequency limi.t,を求めることと同等でTcにおいて
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の式かえられる.これから分るようにW》 aで時..Scaling lawか成立 し

ない｡しか し,逆にaJ≪ aの極限ではこの法則かなりたっ可能性かあ 声 O

その点については現在考察中である｡以上の計算中,蜂の巣格子と三角格子

の結果は波田野彰氏との共同研究によるものである｡
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